
5福祉施設等職員研修の体系国について

(1)体系図の主旨

本県では、県をはじめ福祉総合研修センターや 「高齢者」「障害者」「保育」の種別団体

等 (※ 1)において、福祉施設等職員の資質向上に向けた研修を実施しています。

県では、各主体が実施する研修情報を集約し、「各種別共通の研修」と「種別ごとの研修」

をそれぞれ 1枚にまとめた「福祉施設等職員研修の体系図」を作成しています。

福祉施設。事業所において職員の人材育成計画やキャリアパス、研修計画を立てる際に、

また、福祉施設等で働く職員の方自身が研修受講を検討する際などに、この体系図をご活

用ください (※ 2)。

なお、この体系図は石川県社会福祉協議会ウェブサイ トの「福社の研修」ページ内にカ

ラーで掲載しております。

※ 1 種別団体等が実施する研修…石川県社会福祉協議会に事務局を置く団体が実施す
る研修 (研修概要 P8～ 31に掲載されている団体の研修)

※ 2 体系図はあくまで研修受講の目安を示すものであり、記載されている各階層にお
いて、それぞれの研修を受講しなければならない、というものではありません。

(2)体系図の説明

① 体系図の 1枚 目は「3分野共通で受講可能な研修」、2～ 4枚 目には「高齢者」「障害者」
「保育」各分野別の「専門知識・技術を学ぶ研修」を記載しています。

② 体系図の横軸には、初任～管理者の4階層に分け、「階層の目安」「各階層の到達目標 (求

められる人材像 )」 「高めたい知識・スキル・姿勢の重点テーマ」を記載しています。

③ 縦軸には、必要となる能力群を記載しています。大きくは「マネジメント」「コンプラ

イアンス」「コミュニケーション」「専門知識・技術」に分類しています。

④ 体系図内の研修は下記 4種類に色分けして記載しています。

※各研修番号No.Oの Oには、P8～ 31、 44～ 47に掲載のコース配を記載しています。

研修雷

研修名

階層別研修 (福祉総合研修センターが実施 )

テーマ別研修 (福祉総合研修センターが実施、及び、種別

団体等が実施する会員限定のない研修 )

テーマ別研修 (県が実施 )

会員向けの研修 (種別団体等が実施 )

(研修内容記朝)

研修名

研修名



令和 6年度 福祉施設等職員研修の体系図  【高齢者 口障害者 日保育 3分野共通研修】

階  層

初  任 中  堅 リーダー 管 理 者

階層の目安

観ね採用から3年未満
基本知戯をうにつけ、任せられた仕事を一つひ
とつやりきりながら、力を高める

権ね3年以上で役凛の無い者
現増業務の中心として、業務に精通し、関係者
をとき込みながら質の高い業務を速行する

役職がある者

自らが質の高い担当業務を行うだけでなく、職
員を育て、動かしながら、組織としての成果を上
げる

偽人と施般全体への出をかけを通して、施設方
針にとづいた運営を行うと同時に、よりよい施設
づくりを推建する

施設を管理運営する者

(求め
到違目標
られる人材像)

介誼・障害・保青にBほすると本知世、姿勢や行
動、仕事の仕方を身につけている。

仕事の意味・価値を理解し、誇りを持てている

現端の主役としての自党を持ち、
持つて仕事に取り組む

自分の業務を完送するだけでなく、自分より経
験おt濃い職員の相観に乗る、面倒を見ることがで
きる。

様々な経験を通して専門性を高めて業務に活か
している。

プロな強を 施搬の運営方針や取り組みについて、上司に現
増の情報を伝え、意見を変わすことができる。

指示や指導を通して、職員の力を高めながら、
仕事を前に進めることができる。

案務の効率や効果を高めるために、職員同士の
交流をな目的I=図ることで関係性を強化している

施設の方針や日標を定め、その目標実現に向け
て業務が前に進むように最適な判断・行動が行え
る。

職員同士が切磋琢磨・協働しながら成果を出し
ていける関係性を施段内に作つている。
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県社会福祉法人経営者
協議会 No8県 経営協全体研修 て会昌う

No9県経営協社会福祉法人
経営者セミサー (会長う

No1 0県経営協セミナー (会員)
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生涯研修 (初任者 )

Nollキ ャリアアヽス対応
生涯研↑う (初任占)

No21 0J T指も吝挺成研1参

No1 3社会棉亀[法人縛営講座
(I法 人選営管理・ [労務管理

Il人 |"ヒ
i埋
)

No4-5社会棉祉法人経営講座
(Ⅳ財務管理 6弄膨 (初級繍 )。

V財湯管理研 1夕 (中級
“

′呵))

No1 9福 祉サービス総合研修 No4-5社会福祉法人経営誼座
(Ⅳ財誘管理研修切 級縮 )・

V勁務管理 IJf修 (中級縞))

No6採 用力韓イしセミナー

No7棉 †J施設経営指4ヨi契 6升修

No15花 i祉サービスにl:、lする苦倫解決6T修

No22ス トtッスマネシメント研修

No23リ スクマネジメント実践oT修

No24コ ミュ
=ク
ーシ コン技法実践研修

No25アンガーマネジメント研,多

No20れ祉の仲PJづくり611参

(研修内容g己朝)

研修名

研修名

研修名

・・階層別研修 (福祉総合研修センターが実施 )

・テーマ別研修 (福祉総合研修センターが実施、及び種別団体等が実施する会員限定のない研修)

・・・テーマ別研修 (県が実施)

会員向けの研修 (種別団体等が実施 )

※体系図はあくまで研修受講の目安であり、研修受講対象者が上記階層に限定されているわけではありません。
福祉施設等職員のキャリアアップに向けた研修計画策定の参考にしていただければと思います。
※上記研修情報は予定です。今後、変更されることもありますので、研修の詳細や申し込みについては、担当課にご確認ください。
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研修名

研修名

令和 6年度 福祉施設等職員研修の体系図  【高齢者分野】

階層別研修 (福祉総合研修センターカ`実施 )

テーマ別研修 (福祉総合研修センターが実施、及び種別団体等が実施する会員限定のない研修)

テーマ別研修 (県が実施)

会員向けの研修 (種別団体等が実施 )

※体系図はあくまで研修受講の目安であり、研修受講対象が上記階層に限定されているわけではありません。
福祉施設等職員のキャリアアップに向けた研修計画策定の参考にしていただければと思います。
※上記研修情報は予定です。今後、変更されることもありますので、研修の詳細や申し込みについては、担当課にご確認ください。

階  層
初  任 中  堅 リーダー 管 理 者

階層の目安

種ね採用から3年末消
基本知障を身につけ、任せられた仕事を一つひ
とつやりきりながら、力を高める

れね3年以上で役磯の無い者
現培業務の中心として、業務に精通し、関係者
をとき込みながら質の高い業務を送行する

役議がある者
自らが質の高い担当索務を行うだけてなく、職
員を育て、動かしながら、組織としての成果を
上げる

施設を管理運営する者

繕 蠅 鵞言ど艇 ‰ 踊
散づくりを推進する

到違目裸
(求められる人材像)

介護にB島すると本知識、姿勢や行動、仕事の仕
方を身につけている。

仕事の意味・価値を理解し、自分なりの介腫観
を持てている。

新人に対して、基本的な業務の指導をすること
ができる。

現壻の主役としての自党を持ち、プロな譲を
持って仕事に取り組む

自分の業務を完基するだけでなく、自分より経
験が浅い職員の相級に乗る.面倒を見ることが
できる。

様々な経験を通して専門性を高めて業務に活か
している。

施設の運営方針や取り組みについて、上司に現
場の情報を伝え、意見を変わすことができる。

指示や指導を通して、臓員の力を高めなおtら、
仕事を前に進めることができる。
業務の効率や効果を高めるために、職負同士の
交流をな国的に図ることで関係性を強化してい
る。

施設の方針や日標を定め、その目標実現に向け
て業務が前に進むように最適な判断・行動が行
える。

職員同士が切薩琢磨・協働しながら成果を出し
ていける関係性を施設内に作つている。

職員がモテベーション高く働ける臓鳩づくりの
ための取組おt施設として意図的に行えている。
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※介護支援専門員は、受験賓格として

保健医療福祉分野5年以上の実務経験
が隊要であるため、中堅としています

No44
介謹支援専門員

実務研修

No45-47
介護支援専門

員更新研修
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認知症対応型サービス

事装計画作成担当者・

管理者・開設者

県老人施設協議会
No38老人施設購員研究会議 (会員)

県デイサービスセンター

協議会 デイサービスセンター晴員研修 (会員) No41テイサービスセンター
十″シ メフ_辱 峯 耐 修 r会呂 ヽ

会
員
向
け
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修 県地域包括・在宅介護支
援センター協議会 (会員)

No42県地 1夏包括 。在介協

朧 男鰺
No29高 鮒者施設
初任者研 4ケ

No30高 齢き施設
中堅艦員研修

No31高 齢者,Jt譜
リーター研修

No33認知症介護実践研修
実践リーダー研修

No1 7対人援
助技術請座

No1 8
対人援助技術討

No36多職程:連税による

'も

設ケアマネジメン ト&T修

Nol19県 介護支援専P]員協会研修

No120県ホームヘルバー協議会
スキルアップ研修余

No121県 ホームヘルバー協岳i会
プロックらl石4修

No122県 ホームヘルパー協議会
訪 P口]介護

=1画
作成 ,震問丘耳修

No124ホ ームヘルパー協議会
サービス捉快責任哲研修

No37老人施設栄養士・ 調理 ll石汗修

No263Ⅲ 略痰吸 SI等の実施のための研修 (不特定多数の者対象 )

No32認知症
介護実践研修・

No50 11ヽ 規模多機能型サービス篭

計画作成担当者研修

No34認 知症文J
応型サービス「I

No35認 知症文]
廠型サービス lナ
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令和6年度 福祉施設等職員研修の体系図 【障害者分野】

・階層別研修 (福祉総合研修センターが実施)

・テーマ別研修 (福祉総合研修センターが実施、及び種別団体等が実施する会員限定のない研修)

・テーマ別研修 (県が実施)

・会員向けの研修 (種別団体等が実施 )

R6 3 1

研修名

研修名

※体系図はあくまで研修受講の目安であり、研修受講対象が上記階層に限定されているわけではありません。
福祉施設等職員のキャリアアップに向けた研修計画策定の参考にしていただければと思います。
※上記研修情報は予定です。今後、変更されることもありますので、研修の詳細や申し込みについては、担当課にご確認ください。

階  層

初  任 中  堅 リーダー 管 理 者

階層の目安

編ね採用から3年未滴
基本知識を身につけ、任せられた仕事を一つひ
とつやりきりながら、力を高める

現場業務の中心として、業務に精通し、関係者
を巻き込みながら文の高い業猫を送行する

役構がある者

自らが買の高い担当案務を行うだけでなく、職
員を育て、動かしながら、組機としての成果を
上げる

施設を管理運営する者

個人と施設全体への働きかけを通して、施設方
針に基づいた運営を行うと同時に、よりよい施
設づくりを推進する

到連日楳
(求められる人材像)

障害に関するとホ知識、姿勢や行動、仕事の仕
方を身につけることで、適切な支援ができてい
る。

成功体験を通して、仕事の意味・価値・誇りを
持てている。

既増のリーダーとしての自党を持ち、プロ意識
を持つて仕事に取り組んでいる。

自分の業務を完速するだけでなく、自分より経
験が浅い職員の業務指導、メンタルケアなど幅
広い支援ができる。

様々な経験を通して専門性を高めて業務に活か
している。

施般の運営方針や取り組みについて、上司に現
場の情報を伝え、な見を変わすことができる。

指示や指導を通して、職負の力を高めながら、
仕事を前に進めることができる。

業務の効率や効果を高めるために、職員同士の
交流をな国的に図ることで関係性を強化してい
る。

施設の方針や日裸を定め、その目標実現に向け
て業務が前に進むように最適な判断・行動が行
える。

議員同士が切磋琢磨・協働しながら成果を出し
ていける関1系性を施搬内に作つている。

サービスの向上、顧害消足に向けて、な田的な
人材育成が施設として取り組めている。

高めたい
知働・スキル・

姿勢

重点
‐ マ

ョ ン

現場の基礎知識

=コ

ミュニケーシ
成功体験

穏 堡 r,ヽ予 Jコ

・ 専門性
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・コミュニケーション
・リスク対応

マネジメ
課題解決
・ リスク対応
・専門性

螂
ント マネジメント

暮Pヨ性
リスク管理
人材育成

畑協マネジメン ト

チームワーク、チーム
ケア ・テームワーク、チームケア
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施策、最新情報等 )
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113)発達障害者等相談支援従事者

利用者主体の支援 対人援助基礎
(ツーシヤルワーク)
人援助

ン ト各障害者特性における支援ポイ
E己録法

,

技術
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等
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定
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画

生
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計

日
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・ g己録の重要性

コミュニケーション基礎技術対話力

(14)福福連携による,章害者就労支援事業
障害者福祉事業所運営

簿

専
門
知
識

・
技
術

権利擁護 (虐待)、
リスクマネジメント
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シメン

重度訪間介護従事者 Nol10重度訪間介護従キ者達成
研 1参 銀 礎課程・ ,自加課程 )

同行援護従事者
l¬ Q17)同行援護従事者麓成研修

(一般・癒用)

知的障害者ガイ ドヘル
′く―― (181知的障害者ガイドヘルパー

登成研修

喀痰吸引等を行う

介護職員

相談支援専門員 No83相 談支援従1,者研 1参
(初任吝研修 )

No34相 談支援従事者研修
く現任研修 )

No86三 任相談支援専円員研修

サービス管理責任者
児童発達支援管理資
任者

No87サ ービス管理責任者等
基礎研修

No88サ ービス管理黄II者特
実践研 1参

資
格
取
得
等
に
か
か
る
研
修

医療的ケア児等
コーディネーター

No96-97県セルプ協・振興センター購員研修、研修 (会員)
会
員
向

け
研
修

県社会就労センター

協議会、石川セルプ
振興センター

階層別研修
No791障害施設 No80障 害施設 No811峰 吾施設

リ

No1 7対 人援
VJ}夜 術識座

No18
文】人援助子女術誌

No951車 審者ピアサポート研修 (チ_(礎研修・専問研修)

No32就 労支援基礎研修

No94強 度行動俸雷支援者益成研修 (巫礎研修 ) No94強度行重
'l障

菩立lえ苦査l戎研修 ●載tl,灯 lま )

No260喀疫吸]寺の実施のための研修 (特定の音対象)

No85相 談支援従事者研修 (専 IⅦ コース別研修 )

No89サ ービス管理表任者特
更新研修

No93医 療的ケア児警コーディネーター養成研修

研
'多

名

3〒 ,多名



令和 6年度 福祉施設等職員研修の体系図  【保育分野】
R63.15現在

階  層

初  任 中  堅 リーダー 管 理 者

階層の目安

犠ね採用から9年未満

エホ知識を身につけ、任せられた仕事を一つひ
とつやりをりながら、力を高める

観ね 3年以上の者
観増業務の中心として、業務に精通し、関係者
をとを込みながら質の高い業務を送行する

投職がある者

自らが買の高い担当業務を行うだけでなく、職
員を育て、動かしながら、組様としての成果を
上げる

個人と施設全体への働きかけを通じて、施設方
針にとづいた運営を行うと同時に、よりよい施
設づくりを推進する

施設を管理運営する者

到連目裸
(求められる人材像)

保育に関する基本知確、委勢や荷動、仕事の仕
方を身につけている

自分なりの保育観を芸い、子どもを視る目や気
付く力をつけている

現埒のリーダーとしての自党を持ち、プロ意確
を持つて仕事に取り組む

自分の業務を完遂するだけでなく、自分より経
験が濃い職員の相散に乗る、面倒を見ることが
できる。

様 な々経験を通して、専門性を高めてマルチに
対応できる力を持っている。

施設の運営方針や取り組みについて、上司に現
端の情嶺を伝え、意見を変わすことができる。

指示や指導を通じて、職員の力を高めながら、
仕事を前に進めるとともに、その過程を通じて
信頼B電係を築いている。

業務の効率や効果向上、視野拡大ために、他施
設のリーターと交流することを意図的に行つて
いる。

施設の方針や目標を定め、その日線実現に向け
て業務が前に進むように最適な判断・行動が行
える。

牌員同士が切磋琢磨・協働しながら成果を出し
ていける関係性を施設内に作つている。
PDCAを適切に回すことで、問題解決、質の向上
を施設として行えている。

重点
‐ マ

現場の基礎知識
子どもを観る日、気づく
自分の保言観、子ども観

カ

基砧 装n題・ 驚 Vう マルチを目手旨す

る

決
げ
解
広
題
を
践

課
幅
実

酷
勒
拗
∽

暮
現
仕
学

高めたい
知識・スキル
姿勢

・ リーダーシップ
・ 管理の原理原貝」
・ 精神的な強さ
・ 専門性

畜aみ合 ″う廿 る ,■ マネ ジメン トカ

・ 贈員とのコミュニケーション
・ 仕事のPDCAを 回す
。職員評価・ 保育評価
・ 施設管理
・ 理念の下で自立的に動いていくカ

保青士の心構え

乳幼月の発達
・子ともの発達 ・教育・保育の理8と使命必要な心構え

基礎知識、
成長発達知識

| 日 〕

・国内研修のすすめ

安全対策

青
育
生

保
教
衛

期

朔
朧

スキル (保育・教育の
技術等)

I

事例研究

E 〕
指導計画、保育評価
国内外最新情報、教材
研究

。これからの幼児教育と小学校との接
続

保言の電lF口3と課題

音1下育成、組

`域

マネツメント ・保青施設の管理運歯
・教育・保商の理'9と 使命

保育所施設運営 マネツメント

ａ
■
電 B

チームワーク、テーム
ケア

ディスカッションを通して

障がい児保育 ・障害児保育

食物・アレルギー 食育・ アレルギー対応

専
門
知
識
・技
術

子育て支援
(虐待対応含む)

ネーター

保護者支援・子育て支援

(21)子育て支援コーディ

栄養士

能
力
群

業
務
別 看護師

県保育士会

No63県保育士会フレッシュ
セミサー (会爵う

No64県 保育主会特別セミナー
て会昌う

No65県 保育士会リーダー実践カ

No66県 保百士会主任・ 三幹セミナー

No62県 保育士会総会研修会 (会員)

県保宵部会

会
員
向
け
研
修 日本保育協会石川支部 No68日 本保育協会石川支部

No69日 本保青協会石川支部 保育フォーラム

階層別研修 No52保 百初任者石汗修
No53保 裔中堅 l士員研修
(キャ

『

疋沼
研修) No54保 含リーダー [平F膠 No551黒 育管理者研修

No71け 日本保育協会石川支きI
メンタルヘルス研修 I饉 礎編 )

No58(1)1果有カウンセリング研修 は 礎 。中級 ) No58ω 保育カウンセリング研修 (上辛&)

No59保 育実技研 I歩 1'～②

No60県 保育実践研究発表余

No61保 育ゼミ研 1参

No72日 本 l黒育協会石ナキ1支き
`幼

児教育研修

No71の 日本保育協会石川支部 メンタルヘルス研修 Ⅱ (実践編 )

No56保 育施設栄益士研 f多詢,～ (2

No5「 保育施設青謹師研修|)～ω

研修名

研修名

研修名

・・・階層別研修 (福祉総合研修センターが実施 )

・・・テーマ別研修 (福祉総合研修センターが実施、及び種別団体等が実施する会員限定のない研修 )

・・・テーマ別研修 (県が実施 )

・・・会員向けの研修 (種別団体等が実施 )

※体系図はあくまで研修受講の目安であり、研修受講対象が上記階層に限定されているわけではありません。
福祉施設等職員のキヤリアアップに向けた研修計画策定の参考にしていただければと思います。
※上記研修情報は予定です。今後、変更されることもありますので、研修の詳細や申し込みについては、担当課にご確認ください。

研 1参名


